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（１）課題の残る川づくりを解消するための施策  

課題が残る多くの事例について、その課題の解消を目指して、現在までの知見や

技術が十分に活用されるような施策を展開し、早急に結論を得るように努める。 

（２）川づくり全体の水準を向上させるための施策 

川づくり全体の水準の向上をはかるために、中長期的に解決すべき問題も含めて、 

技術的な検討や仕組みづくりに取り組む施策を展開する。 

（３）多自然川づくり推進のための施策 

 

① 多自然川づくりの設計技術等既往の知見のとりまとめ 

 既往の知見にもとづく環境・景観要素や構造物の設計手法等技術資料集

の集大成（多自然川づくりポイントブック：特に中小河川を対象） 

② 多自然川づくりの技術的支援の実施 

 多自然川づくり実施要領（留意事項）の改訂 

 技術資料集（多自然川づくりポイントブック：特に中小河川を対象）を

活用した研修の実施 

 多自然アドバイザー制度の充実および拡充 

 技術支援を総合的かつ効率的に行う仕組みの構築 

③ 多自然川づくりの評価体制の構築 

 河川管理者における評価の仕組みの構築（多自然川づくり担当者会議） 

 学識者等による評価の仕組みの構築（「多自然川づくり推進委員会（仮

称）」） 

 優良事例の普及（顕彰制度等の導入） 

④ 事業執行のあり方の見直し 

 計画・設計・施工・維持管理の各段階における、川づくりの内容の方針

決定・共有する仕組みの構築 

 順応的管理の実施に向けた事前・事後調査の執行体制の構築 

⑤ 市民の積極的な参画や多様な連携の仕組みの構築 

 市民と行政との交流の場の構築（シンポジウム・ワークショップ） 

 川づくり（計画・設計・施工・維持管理の各段階）への市民参加の仕組

みづくり 

⑥ 多自然川づくりの普及 

 シンポジウム・ワークショップ（再掲） 

⑦ 多自然川づくりを推進するための人材育成 

 勉強会・演習等の実施 

 技術者を対象とした研修制度の導入 

 OJTの仕組みの構築 

 

① 多自然川づくりの計画・設計技術の向上 

 河道の平面・横断・縦断計画の立案手法の確立 

 河道内樹木を考慮した河道計画策定手法の確立 

 適切な河岸工法に関する技術開発 

 構造物のデザイン手法の確立 

② 多自然川づくりの河川管理技術の向上 

 河道内樹木の管理に関する検討 

 外来種対策の検討 

 流量管理に関する検討 

③ 河川環境の現状評価の充実と川づくりの目標設定手法の確立 

 河川水辺の国勢調査等河川環境の現状評価に関する調査・検討の継続・充

実 

 多自然川づくり推進のためのモニタリング手法の検討 

 河川環境目標の設定手法の確立 

④ 改変に対する環境の応答の科学的な解明 

 物理系のインパクト・レスポンスに関する検討 

 生物系のインパクト・レスポンスに関する検討 

 モデル河川によるケーススタディ 

 

① 多自然川づくりの推進 

 計画的かつ組織的な施策の推進（「多自然川

づくり推進委員会（仮称）」） 

 水系ごと・河川ごとの多自然川づくりのビ

ジョンの策定 

 河川整備基本方針・河川整備計画への多自

然川づくりのビジョンの反映 

 具体的な河川での模範となる取り組みの集

中的な実施 

 

多自然川づくり推進のための施策（案）について 

太字は平成18年度の秋頃までに実施する施策 赤字は技術の向上・開発に関わるもの 

施策の方向性による分類 
資料－５ 
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現場への適用 

アドバイス結果の反映 

アドバイス結果の反映 

 
技術資料の作成 

・ 既往の知見を中心とした環境要素や構造物の設計手法をとり

まとめた「多自然川づくりポイントブック」（仮称） 

人材育成 

・技術資料（多自然川づくりポイント

ブック）を活用した研修の実施 
・本省、本局、事務所等における 
勉強会、演習等の実施 

多自然川づくり

の現場 

 
計画、設計、施工、維持管理の各段階における川づくり

の内容の方針決定・共有する仕組みの構築 

・計画に対する本省ヒアリング 
・局管内の取り組み事例についての意見交換会（事務

所相互の情報交換） 
・モデル箇所におけるモニタリング制度の構築 

多自然アドバイザー制度の充実 

・派遣実績を踏まえた制度の見直し 
・結果の周知 
・全国アドバイザー会議の開催 
 

アドバイザー制度の運用 

課題の残る川づくりを解消するため、 

緊急（平成 18 年度の秋頃まで）に実施する施策 

アドバイザーの派遣 

研修用教本 

現場への指導 

指導者の育成 

担当者の育成 

 
多自然川づくり実施要領（二次通達） 
 

留意事項の周知 

監視・指導 

多自然川づくりの評価体制の構築 

・多自然川づくり担当者会議での情報

共有・意見交換 

情報の共有・普及 
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技術的支援の実施 

 ・多自然アドバイザー制度の充実 
 ・技術資料（ポイントブック）の作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多自然川づくり

の現場

多自然川づくりの普及 

・シンポジウム・ワークショップ（再掲） 

 
市民の積極的な参画や多様な連携の仕組みの構築 

・市民と行政との交流の場の構築（シンポジウム・

ワークショップ） 
・川づくり（計画・設計・施工・維持管理の各段階）

への市民参加の仕組みづくり 
 

人材育成 

 ・研修の実施 
・研修制度 
・ＯＪＴ 

評価体制の構築 

・ 河川管理者における評価の仕組みの構
築（多自然川づくり担当者会議） 
・学識者等による評価の仕組みの構築

（「多自然川づくり推進委員会（仮

称）」） 
・優良事例の普及（顕彰制度等の導入） 

具体的河川への適用 

・水系ごと・河川ごとの多自然川づくりのビジョンの策定 
・河川整備基本方針・河川整備計画への多自然川づくりのビジョンの反映 
・具体的な河川での模範となる取り組みの集中的な実施 

課題の残る川づくりを解消するための施策（多自然川づくりに関する制度づくり・仕組みづくり） 

現場への適用 

意識向上 
情報共有 

研修用資料の提供 

啓発 

指導者育成 

さまざまな視点からの評価 
評価にもとづく改善 

市民の参画 
資源の発掘 
アイデアの提供 

担当者の育成 

上位構想 
知見の反映 

モニタリング 

モニタリング 

 
多自然川づくり推進委員会（仮称） 

・川づくりの評価 
・施策の進捗等へのアドバイス 

 
技術支援を総合的に行う仕組みの構築 

 
人材育成に関するサポート、技術的支援のサポート、普及に関するサポート、

評価制度のサポート、市民参加のサポート 

事業執行のあり方の見直し 

・計画・設計・施工・維持管理の各段階におけ

る、川づくりの内容の方針決定・共有する

仕組みの構築 
・順応的管理の実施に向けた事前・事後調査の

執行体制の構築 
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川づくり全体の水準を向上させるための施策（多自然川づくりに関する技術の向上・開発）

現状の把握 

 
 
 
 

 
物理環境調査・生物調
査 
 

生息場の多様性・人為
改変、変動と攪乱、物
質の流入・移動等の観
点からのランク付け 

現状の評価 

 
 
 
 
 
 

将来予測 
（問題の原因解明） 

 
 
 
 
 

インパクト－レスポン
スの想定・検証 
（調査、実験、物理～生
物ﾓﾃﾞﾙ等を用いた解析） 

問題の原因解明 
(河川生態系の特性把握) 

将来予測 

リファレンス 
（参照すべき場所・時
代） 
 

リファレンスを目安と
した現状の評価 

対策の必要性の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 良好な場所の保存 
・ 良好な場所・中間的な
場所の保全・予防 
・ 劣化した場所の再生・
改善 

対策が必要となる場
所、生息環境、生物の
選定 

具体的な対策の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォローアップ 
 
 
 
 
 
 
 
 

制約条件 

対策の実施 

実現可能な対策案 順応的管理 

モニタリング 

 

河川環境の現状評価の充実と川づくりの目標設定手法の確立 

・ 河川水辺の国勢調査等河川環境の現状評価に関する調査・検討の継続・

充実 
・ 多自然川づくり推進のためのモニタリング手法の検討 
・ 河川環境目標の設定手法の確立 

 

改変に対する環境の応答の科学的な解明 

・ 物理系のインパクト・レスポンスに関する検討 
・ 生物系のインパクト・レスポンスに関する検討 
・ モデル河川によるケーススタディ 

 

多自然川づくりの計画・設計技術の向上 

・ 河道の平面・横断・縦断計画の立案手法の確立 
・ 河道内樹木を考慮した河道計画策定手法の確立 
・ 適切な河岸工法に関する技術開発 
・ 構造物のデザイン手法の確立 

 

多自然川づくりの河川管理技術の向上 

・ 河道内樹木の管理に関する検討 
・ 外来種対策の検討 
・ 流量管理に関する検討 

必要に応じてフィードバック 

 
多自然川づくり推進委員会（仮称） 

・ 技術向上・開発等の各検討に対するアドバイス 
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長期 中期（平成 19～20年度） 

河川環境の現状評価の充実と川づくりの目標設定手法の確立 
・河川環境の現状評価に関する調査・検討の継続・充実等 

多自然川づくりの河川管理技術の向上   
・ 河道内樹木の管理方法、外来種対策、流量管理方法等河川管理技術の体系化 

多自然川づくりの計画・設計技術の向上   
・ 平面・横断・縦断形状の計画手法、河道内樹木を考慮した河川計画策定手法、 
水際の構造物の技術開発、デザイン手法の確立等 

多自然川づくり推進委員会（仮称） 

短期（平成 17～18年度） 

水系ごと・河川ごとの多自然多自然川づくりの計画策定 

改変に対する環境の応答の科学的な解明 
・河道や流域の改変に対する河川環境の応答に関する研究等 

「
多
自
然
川
づ
く
り
」
第
２
次
通
達 

「
こ
れ
か
ら
の
川
づ
く
り
に
つ
い
て
」
提
言 

多自然川づくりを推進するための人材育成 
・ 研修の実施 
・ ＯＪＴの実施 

多自然川づくりの技術的支援の実施 
・ 多自然アドバイザー制度の充実および拡充、技術支援を総合的かつ効率的に行う仕組みの構築 

市民の積極的な参画や多様な連携の仕組みの構築 
・ 市民と行政との交流の場の構築、川づくり（計画・設計・施工・維持管理の各段階）への市民参加の仕組みづくり等 

事業執行のあり方の見直し  
・ 計画・設計・施工・維持管理の各段階における、川づくり
の内容の方針決定・共有する仕組みの構築等 

「
多
自
然
型
川
づ
く
り
」
レ
ビ
ュ
ー
委
員
会

今後の多自然川づくり推進のための施策と進め方

 
技術的な課題に対する施策 

多自然川づくりに関する水系ごと・河川ごとの計画策定 

アドバイザー制度の構築 
・ 『激特事業及び災害助成事業
等における多自然型川づくりｱ
ﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度』の運用(H17.10)  

 
制度・仕組み
の課題に対す
る施策 

人材育成に関する施策 

今
後
の
多
自
然
川
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
具
体
的
施
策 

留
意
事
項
の
見
直
し

① 「課題の残る事例」については、その課題を解消することを目指して、現在までの知見や技術が十分に
活用されるような施策を展開し、早急に結論を得るように努める。 
② 川づくり全体の水準を向上させるために、中長期的に解決すべき課題も含めて、技術的な検討や仕組み
づくりに取り組む施策を展開する。 

多自然川づくりの評価体制の構築  
・ 河川管理者における評価の仕組みの構築、学識者等による
評価の仕組みの構築等 

多自然川づくりの普及 
・ キャンペーン計画 

多自然川づくり推進のために 

評価の仕組み・制度の構築  
・ 環境の評価、評価結果の共有、 
改善方策の協議の仕組みの構築等 

多自然川づくりの設計技術等既往の知見
のとりまとめ 
・ 既往の知見を中心とした技術資料集
の集大成 
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（１）技術的な課題に対する施策  （２）制度・仕組みの課題に対する施策 （３）人材育成に関する施策 

① 多自然川づくりの設計技術等既往の知見のとりまとめ 

 既往の知見にもとづく環境・景観要素や構造物の設計手法等技

術資料集の集大成（多自然川づくりポイントブック：特に中小

河川を対象） 

② 多自然川づくりの技術的支援の実施 

 多自然川づくり実施要領（留意事項）の改訂 

 技術資料集（多自然川づくりポイントブック：特に中小河川を

対象）を活用した研修の実施 

③ 多自然川づくりの計画・設計技術の向上 

 河道の平面・横断・縦断計画の立案手法の確立 

 河道内樹木を考慮した河道計画策定手法の確立 

 適切な河岸工法に関する技術開発 

 構造物のデザイン手法の確立 

④ 多自然川づくりの河川管理技術の向上 

 河道内樹木の管理に関する検討 

 外来種対策の検討 

 流量管理に関する検討 

⑤ 河川環境の現状評価の充実と川づくりの目標設定手法の確立 

 河川水辺の国勢調査等河川環境の現状評価に関する調査・検討

の継続・充実 

 多自然川づくり推進のためのモニタリング手法の検討 

 河川環境目標の設定手法の確立 

⑥ 改変に対する環境の応答の科学的な解明 

 物理系のインパクト・レスポンスに関する検討 

 生物系のインパクト・レスポンスに関する検討 

 モデル河川によるケーススタディ 

 

① 多自然川づくりの技術的支援の実施 

 多自然アドバイザー制度の充実および拡充 

 技術支援を総合的かつ効率的に行う仕組みの構築 

② 多自然川づくりの評価体制の構築 

 河川管理者における評価の仕組みの構築（多自然川づくり担当者会議） 

 学識者による評価の仕組みの構築（「多自然川づくり推進委員会（仮称）」）

 優良事例の普及（顕彰制度等の導入） 

③ 事業執行のあり方の見直し 

 計画・設計・施工・維持管理の各段階における、川づくりの内容の方針決定・

共有する仕組みの構築 

 順応的管理の実施に向けた事前・事後調査の執行体制の構築 

④ 市民の積極的な参画や多様な連携の仕組みの構築 

 市民と行政との交流の場の構築（シンポジウム・ワークショップ） 

 川づくり（計画・設計・施工・維持管理の各段階）への市民参加の仕組みづ

くり 

⑤ 多自然川づくりの普及 

 シンポジウム・ワークショップ（再掲） 

⑥ 多自然川づくりの推進 

 計画的かつ組織的な施策の推進（「多自然川づくり推進委員会（仮称）」） 

 水系ごと・河川ごとの多自然川づくりのビジョンの策定 

 河川整備基本方針・河川整備計画への多自然川づくりのビジョンの反映 

 具体的な河川での模範となる取り組みの集中的な実施 

 

 

① 多自然川づくりを推進するための人材育成 

 勉強会・演習等の実施 

 技術者を対象とした研修制度の導入 

 OJTの仕組みの構築 

 

 

 

施策の種類による分類 
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（１）平成 18 年度の秋頃までに実施する施策  （２）速やかに取組を開始する施策 

① 多自然川づくりの設計技術等既往の知見のとりまとめ 

 既往の知見にもとづく環境・景観要素や構造物の設計手法等技術資料集の集大成（多自然川づくり

ポイントブック：特に中小河川を対象） 

② 多自然川づくりの技術的支援の実施 

 多自然川づくり実施要領（留意事項）の改訂 

 技術資料集（多自然川づくりポイントブック：特に中小河川を対象）を活用した研修の実施 

 多自然アドバイザー制度の充実および拡充 

③ 多自然川づくりの評価体制の構築 

 河川管理者における評価の仕組みの構築（多自然川づくり担当者会議） 

④ 事業執行のあり方の見直し 

 計画・設計・施工・維持管理の各段階における、川づくりの内容の方針決定・共有する仕組みの構

築 

⑤ 多自然川づくりを推進するための人材育成 

 勉強会・演習等の実施 

 

① 多自然川づくりの技術的支援の実施 

 技術支援を総合的かつ効率的に行う仕組みの構築 

② 多自然川づくりの評価体制の構築 

 学識者による評価の仕組みの構築（「多自然川づくり推進委員会（仮称）」） 

 優良事例の普及（顕彰制度等の導入） 

③ 事業執行のあり方の見直し 

 順応的管理の実施に向けた事前・事後調査の執行体制の構築 

④ 市民の積極的な参画や多様な連携の仕組みの構築 

 市民と行政との交流の場の構築（シンポジウム・ワークショップ） 

 川づくり（計画・設計・施工・維持管理の各段階）への市民参加の仕組みづくり 

⑤ 多自然川づくりの普及 

 シンポジウム・ワークショップ（再掲） 

⑥ 多自然川づくりを推進するための人材育成 

 勉強会・演習等の実施 

 技術者を対象とした研修制度の導入 

 OJTの仕組みの構築 

⑦ 多自然川づくりの計画・設計技術の向上 

 河道の平面・横断・縦断計画の立案手法の確立 

 河道内樹木を考慮した河道計画策定手法の確立 

 適切な河岸工法に関する技術開発 

 構造物のデザイン手法の確立 

⑧ 多自然川づくりの河川管理技術の向上 

 河道内樹木の管理に関する検討 

 外来種対策の検討 

 流量管理に関する検討 

⑨ 河川環境の現状評価の充実と川づくりの目標設定手法の確立 

 河川水辺の国勢調査等河川環境の現状評価に関する調査・検討の継続・充実 

 多自然川づくり推進のためのモニタリング手法の検討 

 河川環境目標の設定手法の確立 

⑩ 改変に対する環境の応答の科学的な解明 

施策の実施時期による分類 
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（１）平成 18 年度の秋頃までに実施する施策  （２）速やかに取組を開始する施策 

 物理系のインパクト・レスポンスに関する検討 

 生物系のインパクト・レスポンスに関する検討 

 モデル河川によるケーススタディ 

⑪ 多自然川づくりの推進 

 計画的かつ組織的な施策の推進（「多自然川づくり推進委員会（仮称）」） 

 水系ごと・河川ごとの多自然川づくりのビジョンの策定 

 河川整備基本方針・河川整備計画への多自然川づくりのビジョンの反映 

 具体的な河川での模範となる取り組みの集中的な実施 

 

 


